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【 請 求 項 １ 】
　 炭 化 水 素 の 部 分 酸 化 工 程 を 含 む 炭 化 水 素 か ら の 、 燃 料 タ ン ク 内 で の 電 力 生 産 方 法 に お い
て 、
ａ ） 　 沸 点 約 ４ ０ ０ ℃ 未 満 の 炭 化 水 素 仕 込 原 料 を 含 む 流 れ を 供 給 す る こ と 、
ｂ ） 　 該 流 れ が 完 全 に 気 化 さ れ る た め に 充 分 な 、 少 な く と も ２ ０ ０ ℃ の 温 度 で 前 記 流 れ を
予 備 加 熱 す る こ と 、
ｃ ） 　 空 気 を 含 む ガ ス 酸 化 剤 流 を 供 給 し 、 該 酸 化 剤 流 を 、 少 な く と も ４ ０ ０ ℃ の 温 度 で 予
備 加 熱 す る こ と 、
ｄ ） 　 上 記 ２ つ の ガ ス 流 を 、 部 分 酸 化 帯 域 （ ３ ） ま た は 部 分 酸 化 室 に お い て 反 応 さ せ る こ
と 、
該 室 の 操 作 条 件 は 、 次 の 範 囲 ： す な わ ち
・ 室 内 で の 滞 留 時 間 １ ０ ０ ～ １ ２ ０ ０ ミ リ 秒 、
・ 室 の 出 口 温 度 １ １ ５ ０ ～ １ ６ ５ ０ ℃ 、 お よ び
・ 室 の 圧 力 ０ ． １ ～ １ ． ５ Ｍ Ｐ ａ 、 好 ま し く は ０ ． １ ５ ～ ０ ． ８ Ｍ Ｐ ａ
で あ り 、
室 の 出 口 温 度 は 、 仕 込 原 料 の 炭 素 の 少 な く と も ９ ０ ％ が Ｃ Ｏ ま た は Ｃ Ｏ ２ に 転 換 さ れ て 、
流 出 物 中 に 含 ま れ る 煤 の 量 が 仕 込 原 料 に 対 し て ０ ． １ 重 量 ％ 未 満 、 好 ま し く は ０ ． ５ ～ １
０ ０ ｐ ｐ ｍ で あ る の に 充 分 で あ る こ と 、
ｅ ） 　 室 の 流 出 物 を 、 温 度 ２ ０ ０ ～ １ ０ ５ ０ ℃ 、 好 ま し く は ５ ０ ０ ～ ９ ０ ０ ℃ で 冷 却 （ ５
） す る こ と 、
ｆ ） 　 並 列 状 に 取 り 付 け ら れ た 、 少 な く と も １ つ の 第 １ フ ィ ル タ （ ７ ） を 含 む 第 １ 回 路 （
６ ） と 、 第 ２ 回 路 （ ４ １ ） と を 備 え る 煤 の 少 な く と も １ つ の 捕 集 ・ 処 理 帯 域 に お い て 、 冷
却 流 出 物 を 流 通 さ せ 、 流 出 物 の 濾 過 工 程 を 該 第 １ フ ィ ル タ 内 で そ こ に 煤 が 堆 積 す る 期 間 の
間 行 い 、 該 煤 を 含 む 第 １ フ ィ ル タ を 酸 素 含 有 ガ ス の 存 在 下 に 別 の 時 間 の 期 間 の 間 再 生 し 、



前 記 別 の 時 間 の 期 間 の 間 に 、 該 冷 却 流 出 物 を 、 該 第 ２ 回 路 に 流 通 さ せ 、 前 記 第 １ フ ィ ル タ
は 、 有 効 容 積 に 対 す る 濾 過 面 積 の 比 が ８ ０ ～ ５ ０ ０ ０ ｍ ― １ で あ る よ う な 高 コ ン パ ク ト 性
を 有 し 、 水 素 に 富 む 、 捕 集 帯 域 か ら 排 出 さ れ る 流 出 物 を 回 収 す る こ と 、 お よ び
ｇ ） 　 捕 集 帯 域 か ら 排 出 さ れ る 流 出 物 の 少 な く と も 一 部 を 、 燃 料 タ ン ク （ １ ０ ） に 供 給 す
る こ と
を 特 徴 と す る 、 電 力 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 ２ 回 路 が 、 煤 用 の 少 な く と も １ つ の フ ィ ル タ （ １ ４ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 ２ 回 路 の フ ィ ル タ が 、 第 １ フ ィ ル タ が 再 生 さ れ る 間 に 捕 集 煤 を 気 化 す る た め に 、 そ れ
ら の 水 蒸 気 リ フ ォ ー ミ ン グ 触 媒 を 含 む 、 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ フ ィ ル タ 内 で の 濾 過 工 程 の 時 間 の 期 間 の う ち の 少 な く と も 一 部 の 期 間 に お い て 、 第
２ 回 路 の フ ィ ル タ を 、 酸 素 を 含 む ガ ス の 存 在 下 に 再 生 す る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ フ ィ ル タ の 再 生 流 出 物 を 第 １ 回 路 か ら 抜 き 出 す 、 請 求 項 １ ～ ４ の う ち の い ず れ か １
項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ガ ス 酸 化 剤 お よ び ／ ま た は 炭 化 水 素 仕 込 原 料 が 、 Ｈ ２ Ｏ ／ 炭 化 水 素 重 量 比 ０ ． １ ～ ２ ．
０ 、 好 ま し く は ０ ． ４ ～ １ ． ２ に お い て 水 蒸 気 を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ５ の う ち の い ず れ か １
項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 捕 集 帯 域 か ら 排 出 さ れ る 流 出 物 の 酸 素 含 有 量 を 測 定 す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の う ち の い ず れ
か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 捕 集 帯 域 か ら 来 る 流 出 物 中 の 硫 化 水 素 お よ び 一 酸 化 炭 素 の 少 な く と も 一 部 を 除 く 少 な く
と も １ つ の 除 去 工 程 を 行 う 、 請 求 項 １ ～ ７ の う ち の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 燃 料 タ ン ク が 、 固 体 酸 化 物 を 有 す る 電 解 質 型 タ ン ク （ Ｓ Ｏ Ｆ Ｃ ） で あ る 、 請 求 項 １ ～ ７
の う ち の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 燃 料 タ ン ク が 、 ポ リ マ ー 電 解 質 を 有 す る タ ン ク （ Ｐ Ｅ Ｍ Ｆ Ｃ 型 ） あ る い は 燐 酸 を 有 す る
タ ン ク で あ る 、 請 求 項 １ ～ ８ の う ち の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 第 １ フ ィ ル タ の 再 生 期 間 の 間 に か つ 第 ２ 回 路 内 を 流 通 す る 間 に 生 成 す る 煤 の 量 を 低 減 さ
せ る た め に 、 第 １ フ ィ ル タ の 該 再 生 期 間 の 間 に お け る 部 分 酸 化 帯 域 の 運 転 条 件 を 変 更 す る
、 請 求 項 １ ～ １ ０ の う ち の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 下 記 ：
・ 流 れ の 再 加 熱 の た め に 少 な く と も １ つ の 熱 交 換 器 （ ５ ） に 連 結 さ れ る 、 空 気 に 富 む 酸 化
剤 流 の 供 給 回 路 （ １ ） 、
・ ９ ０ ％ を 越 え る 炭 化 水 素 転 換 率 を 得 る た め の 充 分 な 温 度 で の 、 再 加 熱 さ れ た 酸 化 剤 流 に
よ る 炭 化 水 素 の 部 分 酸 化 と 、 炭 化 水 素 に 対 し て ０ ． １ 重 量 ％ 未 満 の 量 の 煤 生 成 と の た め の
、 熱 交 換 器 （ ５ ） お よ び 炭 化 水 素 に 富 む 流 れ の 供 給 流 （ ２ ） に 連 結 さ れ る 少 な く と も １ つ
の 部 分 酸 化 室 、
・ 下 流 に お い て 熱 交 換 器 と 連 結 さ れ る 部 分 酸 化 室 （ ３ ） 、
・ 熱 交 換 器 （ ５ ） に 連 結 さ れ る 入 口 を 有 し か つ 並 列 状 に 取 り 付 け ら れ た 、 少 な く と も １ つ
の 第 １ フ ィ ル タ （ ７ ） を 含 む 第 １ 回 路 （ ６ ） と 、 第 ２ 回 路 （ ４ １ ） と を 備 え る 煤 の 捕 集 ・
処 理 手 段 で あ っ て 、 さ ら に 第 １ フ ィ ル タ が 、 煤 の 燃 焼 に よ る 連 続 再 生 手 段 （ ２ ０ ） （ ２ １
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） を 備 え 、 第 １ フ ィ ル タ が 、 有 効 容 積 に 対 す る 濾 過 面 積 の 比 ８ ０ ～ ５ ０ ０ ０ ｍ － １ 、 好 ま
し く は １ ５ ０ ～ １ ５ ０ ０ ｍ － １ を 有 す る 、 捕 集 ・ 処 理 手 段 で あ り 、 煤 を 除 去 さ れ た 、 水 素
に 富 む 流 出 物 の 出 口 管 路 （ ９ ） を 有 す る 捕 集 ・ 処 理 手 段 、
・ 電 力 生 産 に 適 合 さ れ る 、 捕 集 ・ 処 理 手 段 の 流 出 物 の 出 口 に 連 結 さ れ る 少 な く と も １ つ の
燃 料 タ ン ク 、 お よ び
・ 第 １ フ ィ ル タ の 再 生 手 段 （ ２ ０ ） （ ２ １ ） に 連 結 さ れ る 煤 の 捕 集 ・ 処 理 手 交 互 に 使
用 す る 手 段
を 組 み 合 わ せ て 備 え る 、 請 求 項 １ ～ １ １ の う ち の い ず れ か １ 項 記 載 の 電 力 生
産 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 交 互 に 使 用 す る た め の 手 段 （ ３ ０ ） が 、 第 １ フ ィ ル タ の 再 生 期 間 の 間 に か つ 第 ２ 回 路 内
を 流 通 す る 間 に 生 成 す る 煤 の 量 を 低 減 す る た め に 、 第 １ フ ィ ル タ の 該 再 生 期 間 の 間 に お け
る 部 分 酸 化 室 の 運 転 条 件 を 変 え る 変 更 手 段 （ ３ ３ ） （ ３ ４ ） を 備 え る 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 第 ２ 回 路 が 、 煤 用 フ ィ ル タ を 含 む 、 請 求 項 １ ２ ま た は １ ３ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 流 出 物 の 精 製 手 段 （ ５ ０ ） （ ５ １ ） （ ５ ２ ） （ ５ ３ ） が 、 煤 の 捕 集 ・ 処 理 手 段 の 出 口 と
、 燃 料 タ ン ク （ １ ０ ） と の 間 に 置 か れ る 、 請 求 項 １ ２ ～ １ ４ の う ち の い ず れ か １ 項 記 載 の
装 置 。
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段 を
（ ３ ０ ） （ ３ １ ） （ ３ ２ ） （ ３ ５ ）

方 法 に 用 い る
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